








～緊急調査報告より～

• ケアラーの7割以上が「変化」を経験し、多かったのは介護によるケアラー

自身の疲労やストレスの増加だった。

・約４割はケア時間が長くなっており、平均5.7時間増えていた。

・半数弱のケアラーは仕事の変化を経験し、２５．６％が仕事が減っていた。
・約６割は身体的・精神的健康への影響を受けていた。

・ケアラー感染時や濃厚接触者になったときの代替の人がいる人は1割に満たない。

ケアラーのバトン

緊急引継ぎシート
(一社）日本ケアラー連盟

「ケアラーと新型コロナウイルス感染症緊急アンケート」 (381名）

（2020.3月実施）より

コロナ禍におけるケアラー問題（１）





～アラジン電話相談より～ 毎週木曜日10:30～15:00

コロナ禍におけるケアラー問題（２）

介護するあなたのための
電話相談「心のオアシス」





１．“閉じた家族”への積極的なアプローチの手段を

・身近な場所でふらっと立ち寄れる（ケアラーズカフェなどを含む）相談支援拠点

（例：イギリスのケアラー支援センター）と アウトリーチ（在宅訪問員）のしくみ

・今だからこそ！ 「ケアラーのためのSOS電話相談」や「訪問電話」の設置を。

２．“ケアラーであること・自分に支援が必要であること”を認識できるツールの導入

・ケアのスタート期に「ケアラー手帳」の配布・「ケアラーアセスメント」の実施

＊心身の健康チェックと緊急支援時の休養の保障。

３．「ひとりでは介護しない、させない」というスローガンを普及啓発と教育

・「一人介護では無理」の社会的啓発 ・規範の転換

４．ケアラーの社会保障や心身ともも健康に生きるための環境整備を

・離職後の復職支援と在宅介護経験がキャリアになる優遇措置を。

・介護の期間を年金の受給要件に。

孤独・孤立対策への提言
～ケアラー支援の現場から～




